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直野　敦

　・シヤ・ソヴェト言語学の特徴の一つはン

言語における二つの基本的単位『語』と『文』

の中間的単位といえるw，g，（シンタグマ）

の研究にたえず大きな比重が置かれてきた乙

とである。ソヴェト・アカデミー版の『・シ

ヤ語文法』（1952－54）においても，措辞論

の巻は，大きくW。g、の項と『文』の項にわ

かれており，W．g．の各タイプが詳細に叙述

されている。

本書は，ソヴェトにおける・シア語研究の

この側面を代表する研究の一つであり，形容

詞W・g・の詳細な記述を目的としている。

本書の著者H．H．プ・コポーヴィチは，

アカデミー版『・シヤ語文法』の措辞論中

w・9・に関する項の執筆者の一人であり，今

日のソヴェト言語学を代表する一人である

B、B．BHHorpaOBの門下に属するものと考

えられる。

以下本書の概略を述べることにする。

本書は，序説，第一部，第二部から構成さ

れ，巻末に，文例を引用した作晶のリストと

参考文献のリストがあげられている。

序説の第一章は，w・g・に関する研究の歴

史的概観にあてられている。もちろん，・シ

ヤの言語学者の研究史が中心となっている。

　まず，M　B，刀oMoHocoB，A，A．BapcoB，

A．X，BocToKoB7H．H．「peq，Φ．n，BycJI－

aeB，A，A，110Te6H月，A．B．双06Hau】，Φ，Φ。

ΦOPTyHaTOBら18－19世紀の・シヤの言語

学者のW，g、に関する理論の要約とその批
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判を行なった後，20世紀に入ってからの諸

理論，とくにドイッの言語学者John　Ries

の措辞論を詳細に述べ，つづいて，ふたたび

ロシヤの学者たち，肌H．HeTepcOH，A，瓢

「le田KoBcKH員ンA．A，LHaxMaToBらの説を考

察している。つづいて構造言語学の立揚に立

つ言語学者F，Saussure，Ch・Bally，N・S，

Trubetzkoy，H。Frei，F．hlikus，S．1．Ka－

rcevskiらにおけるsyntagme概念にふれ，

最後に，JI．B。Hユep6a，H．H，me【照HHHoB，

刀、B．MaTBeeBa－HcaeBaら現代のソヴェト

言語学者におけるW，g．の理論を考察した後

に，著者がその理論的出発点としているヴィ

ノグラードフの『・シヤ語』（1947），アカデ

ミー版『・シヤ語文法』の理論を要約してい

るo

　ここで問題になるのは，構造言語学のその

後の発展，とくにBloom丘eld以後のアメリ

カ言語学においてw，g．が一つの重要な研究

対象になっているにもかかわらず，著者がそ

のことについてなんら触れていないことであ

る。とくにアメリカ言語学の重要な概念の一

っであるimmediate　constituents（直接構

成要素）の理論を完全に無視しているのはな

ぜであろうか。最近の言語理論であるN．

C五〇mskyのgenerativegrammarについ

ては簡単ではあるがふれているのであるから，

その以前の段階であるr直接構成要素」の理

論にはとうぜん触れるべきであったろうと思

われる。

序説の第二章は，措辞論の枠内における

W，g，の位置づけの問題にあてられており，

とくに二つの問題が考察されている。一つは

W、g，と『文』との関係であり，もう一つの

問題は，いわゆる等位（並列）結合の関係に

ある語群をW，g，にふくめるかどうかという

問題である。リースをはじめとして，多くの

学者は，第一の問題において，文もまたW．

9，の一つの形態にすぎないと考えているが，
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著者はこれに対して，現代ソヴズト言語学に

おける重要な概念の一つであるHpe朋KaTH－

BHOCTb（述語性）にもとづいて，W．g・と文

が次元の異なる二つの単位であることを主張

している。

　・シヤ語でXoπo胆0（寒い）という無人

称文は，一つの完結したr現実についての叙

述」であり述語性をそなえたr文」であるが，

w・9・はかならず二つ以上の語からなるもの

であり，また，述語性をそなえている必要は

ない。複雑なw，9．たとえぱr組合活動に積

極的な県教組の執行委員」といういくつかの

語からなるW、9、は，あくまで名詞W，g、で

あって，文ではない。著者の二の主張はヴィ

ノグラードフの理論を基礎としている。文と

w・g・を峻別する二の立揚は，正しいと思わ

れるが，ただし，これとは別の次元で，w．

g．と文の関係が問題になるであろう。すなわ

ち，ある語が従属文によって規定される場合，

このhead－word（主要語）と従属文をふく

む全体を一つのw，g，と考える可能性もある

からである。r17年のあいだ低学年ぱかりを

担任して来た女教師」という語群は，明らか

に一つの文ではない。これをw．g．の一つの

タイプと考える乙とができるのではないか。

直接構成要素の理論によれぱ，r女教師」と

その前の従属文は，主要語と従属語との関係

に等しく，従属文をr美しい」という形容詞

によって置きかえても，このw，g、のタイプ

は本質的には変わらない。この問題を著者は

本書の第一部第二章で論じている。そして著

者は従属文が，文であるかぎりそなえている

述語性一それには，時称，法，などの本来

のw、g・にふくまれない概念がふくまれてい

る一のゆえに，w．g．のカテゴリーには入

れるぺきではないとしている。すなわち，文

の次元において扱うべきものと考えている。

しかし，この点ではまだより精密な理論化が

要求されるであろうと、思われる。

　第二の等位（並列）結合の問題については，

w・g．を主要語と従属語とのr二元性」の従

属関係において成立するものと考える著者は，

二語または数語の等位関係における連結を

w・9・のカテゴリーにふくめない，という立

揚をとっている。著者によれば，従属的な語

結合は閉鎖的であるのに対して，等位的語結

合は開放的であ弘後者は，文中においての

み成立すると考えている。しかし，はたして

そうであろうか？この点については，後に

触れることにする。以上が序説の部分である。

　本論の第一部はrw．g，理論の諸問題」と題

され，次の三章からなっている。

　第一章rw・g・と語」においては，w・9．が

機能的には，w。g．中の主要語に等しいもの

であり，ある揚合には，意味の上からも一語

に近いものになるという事実が指摘されてい

る。たとえば，田HPOKH臼BH刀eqaxと皿H－

pOKon肥q瞳（肩幅の広い）の前者は形容詞w．

9。であり，後者は形容詞である。第一章では

また，w。g．と造語法との関連についてもの

ぺられている。しかし，著者がより詳しく論

じているのはrw，g．の範囲」の問題である。

著者は，w．g。が，基本的には二元的性格の

構造一主要語十従属語一を持つという

ことを指摘した上で，従属語がさらに他の語

との関係において主要語としての役割を果た

し，または，第一次のw、g，が主要グループ

として別の従属語に規定されるといった形で，

w・g・の構造が複雑になり，多元化すること

を考察している。その様均のタイプが列挙さ

れているが，多元的構成のw，g・を図式化す

れ・ば次のようになるであろう。

　主要語をAとし，この主要語に対する従属

語をcとし，さらにCに対する従属語をyと

し，（A←c）のw・g・に対する従属語をm

とする（←は従属関係を示す）。

　基本的なw，9，の形は，pyCCKK触3b【K（・

シヤ語），Bb【ro朋bIe　yc五〇B朋（有利な諸条



件）のように，普通・シヤ語の形＋名のw．

9．では，c→Aの形になる。これが多元化し

た場合の基本的な形は，m→（c→A），（y

→c）→Aとなる。

〔例〕coBpeMeHHb1藍pyccK曲月3bIK（現代

　　・シヤ語）

　　3KOHOMK哩eCKH　BblrO耳Hble　yCハOBHH

　　　（経済的に有利な諸条件）

　時には，mとcのどちらが第一次のw。g。

に属するのか明らかでない揚合が生じてくる

（本書67ぺ一ジ）。

HOKOCHB田aHCH　XaTeHbKa　OKOJ10　皿KOJIbI
　　C　　　　　A　　　　　　m
（学校の傍の傾いた小屋）というw。g。は，

（c→A）←mの形式と考えること・もできる

が，同時に，c→（A←m）の形式と考える

こともできる。

　これは，直接構成要素の理論においても生

じる困難であって，今後に解決されるぺき間

題の一つである。

　しかし，以上のように重層的な構成のw．

9・を認めるとすれば，等位結合のW・g・も当

然認めるべきではないかという疑問が生じる。

上の図式において，A，cと等位的関係にお

いて結合する語をそれぞれB，dとすれば，

次のような構成が考えられる（＋は等位結合

の関係を示す）。

（A＋B）←c

A←（c＋d）

B3⑳㍑H3eBaHbe　cTapyxH（老婆の溜

層、とあくぴ）

cBH3b　TeopHH　H　HpaKTHKH（理論と実

践の結びつき）

　このような場合のA＋B，c＋dのw，9，

を研究対象から除外することははたして妥当

であろうか？少なくとも，w，g．の範囲を

問題にする時は考慮に入れるべきであろう。

　第一部第二章は，W・g・と文の関連を論じ
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たもので，あるW．g，の成立が，そのW．g．

の文中における機能によって限定されるか否

か，という問題がとりあげられている。

　たとえぱHOBbl藍八OM（新しい家）という

w，g．は，文の主語，述語，動詞の直接目的

語，その他文中または多元的w・g，中におい

て任意の機能を果たすことができる。これに

対して，只eMy60恥皿eHecπyra、（私はも

う彼の召使ではない）という文章において，

代名詞の与格eMyと名詞の主格cπyraを

一次的W，g。とするW．g．は，このような

nominal　predicate（体言述語）の機能にお

いてしか成立しえない。この指摘は重要であ

る。

　第二章では，このほかに，前に述べた従属

文とw．g．の関係の問題も扱われ，さらに

w。g．が，文中においてうける機能的変化の

問題もとりあげられている。名詞に従属する

形容詞または形容詞w．g，が，述語動詞に対

して副次的な従属関係を持つことによって，

機能的変化を蒙る過程が考察されている。

CKoHΦy淑eHHb甫ceKpeTapby八a涯H涯c∬・

（狼狽した書記は退散した）

CKoHΦy｝KeH圧｛bI曲，ceKpeTapb　y皿aJI目JlcH・

（狼狽して，書記は退散した）

　この二つの文章のうち，前者においては，

r狼狽した書記」は明らかに名詞W，9，であ

るが，後者においては，このW・g・が分解し

て，r狼狽して」は，主語およぴ述語の両方

に対し，あるいは文章全体に対し規定語とし

ての役割を果たしている。

　第一部第三章は，w，g，の形態論であり，

品詞とW，g，との関係が論じられ，W．g，の

結合のタイプが考察されている。従来，・シ

ヤ語文法学者の間では，W，g．の結合関係の

タイプとしてcorπacoBaHHe（呼応），ynpa一

聞eHHe（支配），HPHMb【KaHHe（付加）の三つ

を区別する伝統があった。この区別の方法，
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とくに支配と付加の両タイプの区別がきわめ

て漢然としていることはすでにヴィノグラー

ドフが指摘しているが，本書の著者も同じ立

揚に立ち，以上の区別よりもむしろr必然

的」およぴr随意的」語拡充（paCHPOCTpa－

HeHHeCJIOB）という二つのカテゴリーにわ

けることを主張している。

　たとえぱ3eπeHaH30Ha（緑地帯），Hapy一

田HTeπb　HOPH耶a（秩序の破壊者）などの名

詞w，g，，qHTaTbKHHry（本を読む），yqa－

cTBoBaTb　B　co6paHHH（集会に参加する）な

どの動詞W・g・その他はr必然的語拡充」の

タイプであり，yexaTbBKl）bIM（クリミヤヘ

去る），MOKPble　KaMHH（濡れた石）などは

r随意的語拡充」のタイプである。・シヤ語

文法学者の中には，r支配」のカテゴリーの

中に強支配と弱支配の区別を立てる者もある

が，その境界が相対的なものである二とは，

著者の指摘する通りである。

　以上が，w，g、に関する理論的諸問題を扱

った第一部の内容である。

　第二部は，現代標準・シヤ語における形容

詞W．g．の具体的な研究である。第一章は，

形容詞W、g、の形成における長語尾形と短語

尾形の相互関係，第二章は前置詞をともな

わない名詞とのw．gり第三章は前置詞をと

もなう名詞とのw，9，，第四章は従属副詞と

のw、g，，第五章は不定詞とのw．g．となっ

ている。これらの問題についてここで論じる

ことは，紙数の関係で不可能であるが，全体

を通じてのいくつかの問題点を列記すること

によって結論とする。

　（1）語順の問題。本書の欠点として言

えることの一つは，語順の問題が完全に無視

されていることである。すなわち，形→名

のW・9・において，・シヤ語の通常の語順が，

bounde（1form（2）においては，形→名の順

であり，また副→形のw．g，において膓

副→形の順となることが指摘されるべきで

あろう。また，不定詞→形のw．呂におい

ては，通常の語順が，形←不定詞の形であ

り，このw，g．がさらに他の名詞に従属する

揚合は，通常名詞に後置されるといった・シ

ヤ語の特徴が明確にされるべきであったと思

われる。

　（2）syntactic　synonymの問題。本書

の長所の一つは，いわゆるsyntactlc　syno－

nymについての詳細な考察が一貫してなさ

れていることで，たとえば，形＋与格から

なるW，g，は多くの揚合，形＋（期月＋名

詞〔代名詞〕の生格）のw，g，とほとんど同

義において用いられる，といった指摘は貴重

である。

　（3）　w，g．の限定性の問題。本書で扱わ

れた形容詞w，g，について考えてみても，名

詞〔代名詞〕の生格を従属語とする形容詞

（HOπHb所，双OCTO貢Hb甫など）や，不定言司を

従属語とする形容詞（roToBbl荷，cHoco6Hb甫，

C瑚OHHbl曲など）は，数の上で限定されてお

り，したがって，これらの形容詞の網羅的な

リストをあげることは可能である。ロシヤ語

の記述文法においては，今後このような面で

の研究も必要であろう。

　（4）　前置詞w．g・の問題。本書におい

ても，アカデミー版『ロシヤ語文法』におい

ても，前置詞w，g．は，名詞w．g．の一タイ

プとして扱われている。これは，・シヤ語に

おいては，名詞・代名詞の格変化形と，前置

詞＋名・代の格変化形が，主要語に対して

同一の被支配の関係に立ち，その際前置詞の

あるもの（Ha，Bなど）は，文法的機能を果

たす二とにその主要な役割があるといった状

況によるものと考えられる。また，一般に

w，9，がendOCentriC　COl1StrUCtiOn（内心構

造）であるのに対し，前置詞w．g．がexoc－

entric　construction（外心構造）であるとい

った点にも由来しているものと思われる。し

かし，前置詞＋名詞（代名詞）の二語から



なる前置詞w・g・を一語の名詞のカテゴ1ト

に埋没させることは誤りであると言わねばな

らないのではないかo

　以上のような問題点は今後の・シヤ語研究

において新しい解決を見ると思われる。いず

れにしても，本書は，w，g．の研究における

貴重な貢献である二とは疑いをいれない。

注

1，　・シヤ・ソヴェト言語学における用語

　のうち，まだ日本語の定訳がないものに

　ついては，英語を用いた揚合もある。

　cmBocoqeTaHHeという・シヤ語は『句』

　と訳すこともできるが，日本語における

　『句』の意味が統一されていないので，

　暫定的にWord－group（語群）をとるこ

　とにした。以下W．g・と省略する。CHH－

　TaKCHCは『措辞論』とした。

2．　こ．こで言うbounded　formは，E　A．

　Ni（iaがA　Synopsis　of　English　Syn－

　taxにおいて用いたと同じ意味において

　用いられる。

H，H．npOKOπOBHq　l伽08000％e，ηα陥θ　θ

60θPθ』‘θ賜0況　　凹00κ0濯

π3b＆？5θ，　　レ13πaTe刀bCTBO

MOCKBa，1966

側吻θ即？η卯％0濯

‘npOCBe皿eHHe”，
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